
2020 年 9月 25 日 

富国生命保険相互会社 

 

 

「スチュワードシップ責任を果たすための方針」の改正および 

「スチュワードシップ活動」ページの更新について 

 

 

2020 年 3月 24 日に日本版スチュワードシップ・コードが再改訂（以下、再改訂版コード）

されたことを踏まえ、「スチュワードシップ委員会」における審議を経て、「スチュワード

シップ責任を果たすための方針」を改正するとともに、「スチュワードシップ活動」ページ

を更新しましたので、お知らせします。 

 

１．「スチュワードシップ責任を果たすための方針」の改正 

 再改訂版コードを踏まえ、「スチュワードシップ責任を果たすための方針」を改正しまし 

た。 

 主な改正点は以下の通りです。 

・国内社債の投資先企業について、必要に応じ建設的な「目的を持った対話」を実施す 

ることを追記 

・資産運用に係る方針に応じたサステナビリティ（ESG 要素を含む中長期的な持続可能性） 

の考慮を明記 

 

なお、改正後の「スチュワードシップ責任を果たすための方針」については次頁をご覧 

ください。 

 

２．「スチュワードシップ活動」ページの更新 

「スチュワードシップ活動」ページを更新し、2019 年度（2019 年 7 月～2020 年 6月）の

スチュワードシップ責任への取組みを公表しました。なお、再改訂版コードを踏まえ、

議決権行使の賛否理由などスチュワードシップ活動に関する説明・開示の拡充を図って

います。 

以下の URL をご覧ください。 

 

スチュワードシップ活動 

（https://www.fukoku-life.co.jp/about/activity/stewardship/index.html） 

 

 

https://www.fukoku-life.co.jp/about/activity/stewardship/index.html


スチュワードシップ責任を果たすための方針 

１. 当社では、『ご契約者の利益擁護』のため、生命保険という商品の負債特性を踏まえな

がら、安全かつ有利の原則に従い、将来にわたって高水準の運用収益を確保する資産

運用を実践するとともに、生命保険業の公共性を踏まえ、資産運用を通じ社会的責任

を果たしていくことに努めております。この方針のもと、投資先企業やその事業環境

等に関する深い理解のほかサステナビリティ（ESG 要素を含む中長期的な持続可能性）

の考慮に基づく建設的な「目的を持った対話」（エンゲージメント）などを通じて、当

該企業の企業価値の向上や持続的成長を促すことによって、ご契約者からお預かりし

た大切な資金の中長期的な投資リターンの拡大を図りつつ、持続可能な社会の実現へ

の貢献を目指すことは、機関投資家としての重要な責任であると考えています。 

２. 当社は、そのスチュワードシップ責任を果たすために、 

（１） 管理すべき利益相反について、明確な方針を定めこれを公表します。 

（２） 投資先企業の状況を的確に把握するよう努めます。 

（３） 投資先企業との建設的な「目的を持った対話」を通じて、投資先企業と認識の共

有を図るとともに、問題の改善に努めます。 

（４） 議決権行使については、投資先企業の持続的成長に資するものとなるよう努めま

す。 

（５） 議決権行使結果も含め、スチュワードシップ責任への取組み内容をお客さまに定

期的に報告します。 

（６） 機関投資家としての実力の更なる向上に努めます。 

３. 当社は、一般勘定と特別勘定における、それぞれの運用資金の特性を踏まえ、適切に

スチュワードシップ責任を果たします。 

４. また、国内社債の投資先企業についても、信用リスクを正しく評価し、元利金償還の

確実性を高めるため、必要に応じ建設的な「目的を持った対話」を実施します。 

 

 

※変更箇所は赤字にしています 

 

 


